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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第１回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

開 催 日 時 平成２３年 ６月６日（月）午後６時３０分 ～ ８時３０分 

開 催 場 所 市役所４０３集会室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：森林育代、足立幸夫、重野吉幸、関根明美、高橋眞澄、東宮玲

子、渡辺真紀子 

欠席者：栗原誠、榎本茂子、小川榮子 

（事務局）地域振興課長、地域振興課主査、地域振興課主事 

報 告 事 項 緑が丘ふれあいセンターへの提言に対する回答について 

議 題 

１ 第１回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会  

議題１ 年間スケジュールについて 

   議題２ 年間テーマについて 

   議題３ 情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第２４号の企画検討等について 

   議題４ 男女共同参画計画の推進状況調査の見直しについて 

  議題５ ＹＯＵ・Ｉフォーラムの開催等について 

２ その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

第１回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

議題１ 年間スケジュールについて 

 次回会議までに具体的なスケジュールを各委員が考える。 

議題２ 年間テーマについて 

 「共に生きる」に決定。 

議題３ 情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第２４号の企画検討等について 

  （構成について） 

 委員全員で編集し、Ａ３用紙２つ折りの全８頁の構成とする。 

（発行日について） 

次回会議までに各委員が考える。 

  （配布先について） 

   事務局で、各施設への現在の配布先及び配布部数を調査、調整し、

新しい配布先を検討する。 

議題４ 男女共同参画計画の推進状況調査の見直しについて 

   評価については事業自体の評価と、事業を行った結果の成果の２段

階にわたる評価とし、その後、今後の課題等を記載してもらう。ま

た、次年度以降の実施区分については、「拡充」、「継続」、「廃

止」の根拠を記載する。その他の部分については、今後の会議で検討

していく。 

議題５ ＹＯＵ・Ｉフォーラムの開催等について 

例年どおり２月の土日の午後に開催し、具体的な日時は今後の会議

で検討していく。 

その他 

第２回会議 ６月２７日（月）午後６時３０分から開催する。 

第３回会議 ７月２５日（月）午後６時３０分から開催する。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

報告事項：緑が丘ふれあいセンターへの提言に対する回答について、事

務局から報告した。 

○緑が丘ふれあいセンターと今後、意見交換する場を設けることはできる

のか。 
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（発信者） 

○印：委 員 

●印：事務局 

●回答資料に「意見交換の場を設定」と記載してあるのでできる。 

○委員会とふれあいセンターのどちらが、意見交換する場を設けることに

対して、行動を起こせばいいのか。 

●委員会の方から行動してもらった方がよい。 

議題１ 年間スケジュールについて 

●情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」とＹＯＵ・Ｉフォーラムの事業は年間スケジュー

ルの中に入れていただきたい。 

○女性センターの視察は必要か。 

●今後の男女共同参画を推進していくために必要な知識等が得られる。ま

た視察を行うための予算も確保してあるので、活用していただきたい。日

程については、視察先の施設の日程等もあるので、おおまかな時期を決め

ていただきたい。 

○昨年度は公開講座を開催していたが、今年度は開催しないのか。 

●昨年度は終盤に非常に時間が厳しくなってしまっているので、今回の事

務局案では削除した。 

○公開講座を開催する場合、委員会の時間を使って開催するのか、又は、

他に時間を確保して開催するのか。 

●開催するとすれば委員会の時間を使っていただきたいが、他に時間を確

保して開催することに対しては特に問題はない。 

○昨年度同様の講座であれば、開催しても、一般市民の参加者は尐ないの

ではないか。また、講師の話を聞くだけで、委員のプラスになっていない

と感じる。 

○昨年度の公開講座はいつ開催したのか。 

●８月に開催した。 

○今年度の年間スケジュールはいつまでに決めればいいのか。 

●今後の会議で、具体的なスケジュールを決めていただければと思う。 

○年間スケジュールについては、次回の会議までに考えてもらいたい。 

議題２ 年間テーマについて 

●情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」、ＹＯＵ・Ｉフォーラムに係る年間テーマを決め

ていただきたい。 

○昨年度はイクメンというテーマで男性を取り上げたので、今年度は女性

を取り上げてみてはいかがか。 

○女性の人権問題が深刻になってきているので、取り上げてもらいたい。 

○女性中心のテーマを取り上げてもよいと思うが、男性が離れてしまうの

ではないか。 

○子育て等の悩みを抱えている女性の声や意見を聞く場がないので、その

ような悩みを抱えた女性のニーズを取り上げたい。 

○チラシ等の広報活動をしても全く興味をもってくれない。 

○昨年度は育児なので、今年度は介護をテーマにしたらどうか。 

○育児や震災だとテーマが狭いので、例えば「地域力」というテーマに

し、自治会や防災など色々な面から取り上げたらどうか。 

○今年は節電等でサマータイムを導入する企業があり、男性が家庭にいる

時間が長くなり、男性が育児や家事などをする機会が増えるので、男女共

同参画を啓発するチャンスなのではないか。 

○震災関係をテーマにするのであれば、共に支えあって生きるような感じ

のテーマはいかがか。 

○夫婦で共に支え合い、親子で支え合うなど「共に生きる」というテーマ

は男女共同参画のテーマに非常に合っていると思う。 

○「共に生きる」というテーマなら、各委員の専門分野が活かせてくるの

ではないか。 
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○「共に生きる」という年間テーマでよいか。 

-異議なし- 

議題３ 情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第２４号の企画検討等について 

（編集グループについて） 

○昨年度の編集グループで行うか、グループを編成し直すか、委員全員で

編集するか。 

○全員で担当した方がよいのではないか。 

-異議なし- 

（構成について） 

○情報誌の構成は前年度と変わらないのか。 

●使用する紙の色は白で考えている。構成についてはＡ３用紙２つ折りの

全８頁に変更可能である。 

○それでよいと思う。 

○予算的に厳しい状況なのは理解できるが、市政４０周年を昨年迎えたこ

ともあり、情報誌の印刷を外部に発注して作成できるよう検討していただ

きたい。 

○清瀬市は全面カラー印刷の全戸配布を行っている。 

●予算の問題があるので、簡単にはできない。 

○来年度からでもよいので、検討してもらいたい。 

●予算要求など検討していきたい。 

○武蔵村山市の男女共同参画推進の活動が活発になれば、予算をもらえる

と思うので、これからも啓発活動を行っていくしかない。 

（発行日について） 

○情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」２４号の発行日はいつを予定しているのか。 

●８月上旪を予定している。 

○いつ頃までに原稿を作成すればよいか。 

●頁数が多くなり、配布準備に時間がかかるため、できるだけ早く作成し

ていただきたい。 

○７月末までに原稿を事務局に提出すればよいか。 

●７月中旪までには、まとめてほしい。 

○今回の会議では、情報誌のテーマや役割を決める時間がないので、次回

の会議で具体的な内容を検討していきたい。 

（配布先について） 

○他市は公共施設のみではなく、駅などに情報誌を配布している。 

○民間の施設に情報誌を配布するのは、事務局として可能なことなのか。 

●他の課で民間企業の社員食堂等にチラシやポスターを置いてもらった前

例があるので可能である。 

○情報誌を新しい施設に置いてもらうには、こちらからの要望だけでな

く、置いてくれる施設で働いている人を情報誌で紹介するなどすれば、置

いてもらいやすいのではないか。今年度の年間テーマが「共に生きる」に

決まっているので、情報誌にも取り上げやすい。 

○例年と同じ場所だけに情報誌を配布しているのでは、改善されないの

で、新しい配布先を事務局に見つけていただきたい。情報誌を作成して

も、市民の方々に見てもらわないと全く意味がない。 

●情報誌を置いてもらえる民間の施設等をいろいろ探し交渉してみる。 

○保育園、幼稚園、病院には必ず情報誌を配布していただきたい。 

○図書館等の施設に配布した情報誌が余っているので、配布部数を考え直

してほしい。 

議題４ 男女共同参画計画の推進状況調査の見直しについて 

○なぜ、この推進状況調査を行うのか明確になっていない。 
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○③の具体的内容の欄に、「対象」、「目的」、「実施内容」が記載され

ているので、すべて分けた方がよいのではないか。 

○自己評価のＡ、Ｂ、Ｃの区分けがわかりづらいので、評価の判断基準が

必要である。例えば、実施したらＡ、実施しなかったらＢなどわかりやす

くしてもらいたい。 

○Ａ、Ｂ、Ｃの評価をやめて、０％から１００％の評価にしてみてはどう

か。 

○成果の項目を盛り込んでもらいたい。 

○事業が実施されたのか、されなかったのかをまず評価して、その後成果

と課題を出してもらう２段階評価にしたらどうか。 

○次年度区分の「拡充」は何を拡充していくのか。「継続」や「廃止」は

なぜ「継続」なのか「廃止」なのかの根拠がほしい。 

○この推進状況調査は試行錯誤しながら今後も継続してもらいたい。 

議題５ ＹＯＵ・Ｉフォーラムの開催等について 

○前年度に話が出た、ふれあいセンターと合同で開催する案はどうなった

のか。 

●９月にふれあいセンターが単独で講演会を開催するので、今年度も市と

委員会の協力のもとで開催する。 

○資料８の過去開催したＹＯＵ・Ｉフォーラムの参加人数を見ると、「パ

ートナーシップ」の内容の時に参加者が多いので、「パートナーシップ」

に係る内容で開催してみてはどうか。 

○講師の選定については、次回会議までに各自で考え、講師のリストは事

前に事務局が各委員に配布してもらいたい。 

○開催日については、例年どおり２月の土日の午後でいかがか。 

-異議なし- 

○具体的な開催日時、内容については、次回会議までに考える。また、開

催場所については小ホールでいかがか。 

-異議なし- 

その他 

○第２回会議は６月２７日（月）午後６時３０分から開催する。 

○第３回会議は７月２５日（月）午後６時３０分から開催する。 
 
 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：    ２ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 
 
 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 

庶 務 担 当 課     市民生活部  地域振興課 （内線： ２２３  ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


